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○日本最多雨地帯の大台ヶ原（標高1,695m）を水源として、紀伊半島の中央部を貫流し、高

見川、大和丹生川、紀伊丹生川、貴志川等を合わせ、紀伊平野を経たのち、紀伊水道に注ぐ。

○紀伊半島は、太平洋に面しているため、台風の影響を受けやすく、特に源流の大台ヶ原一

帯では南の湿った風の影響を受け、雨が多く、大きな洪水が発生しやすい。

・幹川流路延長：136km

・流域面積 ：1,750km2

大滝ダムによる貯留
（ためる）

河道の掘削、堤防整備
（ながす）

紀の川の概要
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・重要インフラの緊急点検に関する関係閣僚会議にて、重要インフラ緊急点検を実施
・防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策を閣議決定（平成30年12月14日）

緊急対策 緊急対策の概要 対策イメージ

樹木伐採・河道掘削
（外水対策）

洪水時の流下阻害となる樹木繁茂・
土砂堆積等による氾濫危険箇所に
ついて、樹木伐採・河道掘削を実施

河道掘削
（内水対策）

近年内水による浸水被害が発生し
ている区間において、内水対策とし
ての河道掘削等を実施

大谷川

河道掘削を実施中
（R1.9月現在）

河道掘削を実施中
（R1.9月現在）

防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策（平成30年12月14日閣議決定）
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＜一般河川改修事業＞

○岩出狭窄部対策の整備の加速化（令和2年度完成予定）

○上流の狭窄部（藤崎、小田）周辺における河道掘削の前倒し着手

○五條市域の築堤整備の加速化 等

＜河川維持修繕事業＞

○河川・樋門の点検、除草

○樹木伐採、河道掘削 等

平成30年度 二次補正予算 一般河川改修事業 約18億

河川維持修繕事業 約06億

令和元年度 当初予算 一般河川改修事業 約44億

（3か年緊急対策含む） 河川維持修繕事業 約11億

主な事業予定

（参考）

平成30年度 当初予算 一般河川改修事業 約31億

河川維持修繕事業 約11億

予算

一般河川改修事業 約62億

河川維持修繕事業 約17億

平成30年度予算、令和元年度予算（紀の川）
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紀伊丹生川

雨天樋川

紀の川大堰

河道掘削

河道掘削

岩出
（狭窄部）

河道掘削
拡幅水路工

凡例

堤防築堤
河道掘削
樹木伐採
樹木伐採
(土砂除去含む)
狭窄部

築堤 等

樹木伐採
土砂除去

藤崎・名手西野

九度山

貴志川
（丸太川合流付近）

樹木伐採
土砂除去

和歌山
（小豆島付近）

和歌山市

紀の川市

かつらぎ町

九度山町

高野町

五條市

野原西

橋本市

樹木伐採
土砂除去

橋本
（大谷川合流付近他）

【その他】 ○危機管理型ハード対策（堤防の法尻補強）
・和歌山市、紀の川市、橋本市

○河川・樋門の点検、除草
・和歌山市 ～ 五條市 等

岩出市

藤谷川

築堤

二見

○簡易型河川監視カメラ
・和歌山市 ～ 五條市

岩出

樹木伐採
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令和元年度の主な事業予定（紀の川）
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岩出狭窄部対策の概要
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取水堰（転倒堰）

紀の川

取水口

魚道

拡幅水路

岩出狭窄部拡幅水路（完成イメージ）
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○岩出狭窄部対策の実施により、紀の川の水位が下がり、堤防の決壊を回避するこ

とができます。

○岩出狭窄部対策の実施により、紀の川の水位が下がり、堤防の内側(住宅側)から

の水の排水が早くなり、浸水被害の軽減につながります。

岩出狭窄部対策の効果
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2017年04月撮影

2019年05月撮影 2019年03月撮影

2017年06月撮影

河道掘削

対策前

拡幅水路

対策前

対策が進む紀の川（岩出狭窄部対策）
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2019年05月撮影

2019年09月撮影 2019年09月撮影

2019年05月撮影

樹木伐採

対策前 対策前

樹木伐採

和歌山市（小豆島付近） 紀の川市（丸太川合流付近）

対策が進む紀の川（樹木伐採、土砂除去）
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橋本市（大谷川合流部上流付近）

2019年07月撮影

2019年10月撮影

樹木伐採

対策前

2019年04月撮影

河道掘削

対策前

2019年09月撮影

橋本市（大谷川合流部下流付近）

大谷川

大谷川

対策が進む紀の川（樹木伐採、土砂除去）
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危機管理型水位計（洪水時に特化した低コストな水位計）
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簡易型河川監視カメラ（機能を限定した低コストなカメラ）
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○事前（浸水前）に住民に自らの命を守る行動をとって貰うには、水位情報や河川
の映像の提供に加えて、住民に「洪水や津波からの事前の避難の必要性を理解
して貰うこと」が重要。
○このため、当事務所では、紀の川大堰に校外学習等に来られる地元の小学生
に絵文字（ピクトグラム）を使った防災教育を令和元年度より実施（試行）。

○津波が見えてから逃げても、津波に追いつかれて巻き込まれてしまうよ！
⇒大きな揺れを感じたら、すぐに高いところに向かって走って逃げよう！

○泥水で足下が見えないので、水路やマンホールに気づかずに落ちてしまう
ことがあるよ！
⇒家の周りが水につかる前に安全な場所に逃げよう！

洪
水
の
教
材
（
例
）

津
波
の
教
材
（
例
）紀の川大堰での地元の小学生への防災教育

命を守る防災教育の支援（事前の避難を決断できる子供を育てる）
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（解説）
泥水で足下が見えないので、水路やﾏﾝﾎｰﾙに気づかずに
落ちてしまうことがあるよ！

⇒家の周りが水につかる前に安全な場所に逃げよう！

事前に逃げる（洪水）
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（解説）
ドアの外に30cm水がたまると、ドアが開かなくなって
しまうよ！

⇒家の周りが水につかる前に安全な場所に逃げよう！

事前に逃げる（洪水）


